第27回歴史地震研究会 総会議事録

日時：2010年9月11日（土）17:45～18:30

場所：東京大学地震研究所1号館3階セミナー室A・B

1．総会成立の確認（小松原）

会員32名の出席及び会員8名の委任状により総会の成立を確認．

（全会員数215名〈2010/9/1時点〉の1/10以上の出席で成立）

2. 会長あいさつ　(北原会長)

18年ぶりの地震研究所における大会となった．活発な討論が行われた盛会となっている.会員を対象としたシンポジウムは新鮮に感じられた．

3．議長選出（武村副会長）

　武村副会長が島崎会員を推薦し，拍手承認により同氏を議長に選出．島崎会員が議長席につき，以下の議案につき審議を行った．

4．2008年度活動報告

(1)　対外的活動の報告(武村副会長)

本年度，歴史地震研究会は下記の対外的活動を行った．

・「日本学術会議協力学術研究団体」登録を申請・受理された．

・財団法人東京都慰霊協会・関東大震災資料調査会において，北原会長が東京都慰霊堂の資料調査と利活用促進に向けた活動を行い，2010年度大会行事に慰霊堂見学の提案・受理された．

・首都圏形成史研究会大会（4月24日於神奈川県立歴史博物館）の後援団体として，副会長武村雅之が講演，会長北原はコメンテイターとして参加した．

 ・日本災害史事典の執筆に歴史地震研究会会員が協力している．

・内閣府中央防災会議「災害教訓の敬称に関する専門調査会」に歴史地震研究会会員が協力している．

(2)各委員会の報告

・総務委員会(小松原総務幹事)：中村総務委員と共に5回の幹事会を開催し，行事の進め方などを議論してきた．会員数200人超の規模に対応する組織運営が軌道に乗ってきたと感じている．
・行事委員会(佐竹行事幹事)：西山・石辺両委員の尽力により地震研究所と共催で開催することができた．地震研究所の意向により学生の参加費は無料とした．
・編集委員会(松浦編集幹事)：日本学術会議への協力学術研究団体申請が受理され，「歴史地震」は学術団体の学術雑誌として，通常の大学等研究機関の紀要（機関内学術誌）より上位の雑誌としての資格を得た．投稿規定が明文化され，23号から本格運用となって三年目でこその成果である．徐々に査読の質を上げてきているが，それが学術雑誌としての地位を保つ重要な要件であるので，投稿後のやりとりを成長の機会と捉えて存分に生かして頂き，この学際的分野の研究の発展に寄与することを会員各位に改めてお願いしたい．
・広報委員会(林広報幹事) ：メーリングリストmushaおよび学会ホームページを通じた迅速な情報提供を進めた．大会への発表募集の案内や，公開シンポジウムについての告知については日本地震学会ニュースレターにも掲載し広く周知した．
5．2008年度決算および入退会者報告（諸井財政幹事）

· 別紙「歴史地震研究会2009-2010年度 決算報告」を参照．
· 収入￥1,965,932（前年度繰越金含む）　支出￥677,805
· 前年度繰越金￥1,434,911　次年度繰越金￥1,288,127
· 会誌口絵代66,000円は次年度の収入になる見込み
· 新規入会者は14名，退会者4名
· 2010年9月1日における会員数は215名

6.　2008年度会計監査報告（永井会計監査役）

・　別紙「歴史地震研究会2009-2010年度 決算報告」の内容について，帳簿等を確認して了承．帳票など全部を確認して正しく記載されていることを確認した．

・　年間収入の2倍以上の繰越金は多いと感じるが，今すぐ問題となる程度ではない．公共図書館などへの200部の無償配布は社会的活動として意味が大きい．学術会議登録も喜ぶべきこと．活動方針が会員の意向とあっているかという点に関しても，会員200名超という中でよくやっていると認める．

　

7.　質疑

　質問・意見なし
8．2008年度決算承認

別紙「歴史地震研究会2009-2010年度 決算報告」の内容について，全会一致で承認．

9．役員選出

(1)　次期会長の推薦

これまでのところ立候補表明がなかった．現幹事会として現北原会長を推薦する．（小松原総務幹事）

・総会参加者の中で立候補者を募った（武村副会長）が会場からの立候補なし．
北原現会長の留任が全会一致で承認された．

(2) 次期監査役　
・幹事会と監査は独立した存在だが，承認を受けられるなら永井九一氏と中村操氏に留任して欲しい(小松原総務幹事)

全会一致で承認．

10. 会長あいさつ

「歴史系の人が災害の研究をすることで，新しい災害像を作り出すことに貢献できればと望んでいる．学術団体としてふさわしい努力をせよという編集長の激励を受け止め，いろいろな領域で新しい内容の研究ができるように進化していきたい．1年間会長を勤めることとなったが，会員各位の協力をお願いする．」と所信表明.

11.　役員指名(北原会長)

· 副会長：武村雅之会員(留任)
· 総務幹事：小松原琢会員(留任)
· 行事幹事：矢田俊文会員(佐竹行事幹事より引継ぎ)

· 編集出版幹事：松浦律子会員（留任）
· 財政幹事：諸井孝文会員（留任）
· 広報幹事：林能成会員（留任)

12. 新年度役員就任挨拶

各役員から各々の業務に関する抱負の表明．

13. 次年度大会の計画(矢田行事幹事)

2011年9月16日～18日に新潟大学駅南キャンパスにて開催を計画中．

14. 2009年度予算と同年度事業計画

(1) 2009年度予算案（諸井財政幹事）

・　別紙「歴史地震研究会2010-2011年度 予算案」を参照．

・　収入：会費￥645,000（215名×￥3,000）

・　支出：￥784,500

質疑 : ホームページ管理費は月額か年額か？
年額である(諸井財政幹事)

(2) 2009年度予算承認

別紙「歴史地震研究会2010-2011年度 予算案」の内容について，全会一致で承認．

15．その他

　特になし
16．閉会

